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NPO 法人 金蔵学校 と集落 の 連携 に着目 した地 域運営の 仕組 み に関す る
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過 疎 地 域

集落 との 連携

能 登 半島　　　　　　NPO 法人 金 蔵 学校

地域 運 営の 仕組 み　　金蔵

1　 は じめ に

1． 1　 研 究の 背景 と 目的

　研 究対 象地 域 で あ る金 蔵 （石 川 県 輪 島 市町 野 町 金 蔵 ）

は、過 疎 地 域 で あ る輪 島 市 （奥能 登 地 方 ） の 東 の 縁 辺 部

に 立 地 し て お り、人 口減少 と高齢化が 深刻 な集落で あ る
注

1）。

　過疎化の 中で 金蔵 に は 、「NPO 法人 金蔵学校 」 が発 足 し

（2000 年）、 様 々 な地域お こ しの 活動を行 っ て きた。そ

の 中で 「万燈会
th2）

］ は成功 し た活動とし て 挙げられ る。

し か し、万 燈会の 規模 が 拡大す る とともに、NPO 法人 金

蔵学校 の メ ン バ ー
だ け で は 、万 燈 会 が 運 営 で き な くな っ

て お り、集落 の 住 民 らの 賛 同 を 得 て 、集落 （金 蔵 区 ） の

行事 に な っ た 。こ の よ うな 経過 を経て 、万 燈 会は NPO 法

人 金 蔵学校 か ら集落 の 行 事 に な っ て お り、金 蔵 は集落 を

単位 と して 地 域運 営 の 仕 組 み が 把握 で き る研 究対 象地 域

と して 位置づ け られ る。

　 そ こ で、NPO 法 人 金蔵学校の 活 動 を 中心 に、　 NPO 法 人

金蔵学校 と集落 の 連携 に 着 目し、集落を単位 と し た 地域

運営 の 仕組 み を明 らか に す る こ と を本研究の 目的 とす る。

1 ．2　 研 究の 位置づ けと研 究方法

　 過 疎 化 地 域 の 農村集落 を 維 持 す る た め に 、近 年 集落間

の 連携 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ の 再 編 に 着 目 し た 農村計画

の あ り方 が 注 目 され て い る
1）。本 研 究 で は 、NPO 法人 金

蔵学校 と集落 との 連携 に 着 目 し、集落を単位 と して の 地

域運 営の 仕組み を把握 し て い る点に 学術的意義が ある。

　 上 記 の 研究の 目的を明 ら か に す る た め に、  金 蔵の 組

織 を整 理 す る と ともに、NPO 法 人金 蔵学校 の 活 動 を把握

し た。  そ の 活 動 を運 営 す るた め に NPO 法 人金 蔵学校 と

集落 の 組 織 が ど の よ うに 連 携 し て い る か を把 握 し た。 

NPO 法人金 蔵学校 と集轄の 連携 に よ る 地域運営の 仕組み

に つ い て 考察 し た。

ll 調査結果

　表 1 に、金蔵の 組織を整 理 す る と と も に、NPO 法人 金

蔵学校の 活動の 実態とその 活動に お ける NPO 法人金蔵学

校 と集落の 組織 との 連携の 実態をま とめ た、

2 ．1　 金蔵の 組織

　 金 蔵 の 組 織 は 、地 縁 的組 織、有志 らに よ る組織 に 代別

で きる 。前者 は 、「金 蔵 区 」、「そ うせ い 会 」、「老 人 会 」、
「婦 人 会 」、「自警 団 」、「婦 人 消防団」 で あ り、後者 は

「NPO 法 人 金 蔵学校 」、「営農 ク ラ ブ や す らぎ 」、「あ か り

会 」 で あ る e そ れ 以外 に 、「万 燈会実行委員会 」、「金 蔵自

然 文 化研究所」 が あ る。万 燈 会実行 委員会 は 、万 燈 会が

集落 の 行事 に なっ て 作 られ た 組織 で あ る c 金蔵の 地縁組

織 と有志 らに よ る NPO 法人 金蔵学校 で構成 され て い る。
「金蔵 自然文化 研究所 」 は、金 沢 大学 地 域連携セ ン ター

と NPO 法人 金蔵学校 が連携 し、発 足 した組 織 で あ る。空

家を活用 した 金蔵 自然文化 研究所 を開設 ・運 営 して い る。
こ の 二 つ の 組織 は、二 つ 以 上の 組 織 で 構成 され て い る複

合的組織で ある と考えられ る、

2 ．2 　 NPO 法 人金 蔵 学校 の 活動 （三 本 目 の矢 の 構 想 ） に

おけ る NPO 法 人 金蔵学 校 と集 落の 組 繊 との 連携の 実態

　NPO 法人 金 蔵学校 は 、三 本 目の 矢 は 折 れ な い と い う発

想 を基 に地城お こ しの 活動を行 っ て い る 。

（1＞一本 目の 矢 の 場合

　
一

本 目 の 矢 は、集落 の 生産基盤 （耕地 ） の 再 構築 に 向

けて 活 動 を行 うこ と で あ る。具 体的に は 、NPO 法人 金 蔵

学校、金沢大学地域連携 セ ン タ
ー、金蔵 区が 連携 し、ワ

ー
ク シ ョ ッ プ を行っ た （2011 年 2 月 ）c 金 沢大学地域連

携セ ン タ
ー

が GIS を利 用 し、棚 田 を 含 む集落環 境マ ッ プ

を 作成 し、集落 環 境 の 現 況 を 報 告 し た。金 蔵 区 の 役 員達

か らは 、今後 ど の 様 に デ
ー

タ ベ ー
ス を活 用 し、棚 田 を含

む 集落 の 環 境 を維 持 し て い く か に 関 す る議 論 が 行わ れ た c

（2 ） 二 本 目の 矢の 場合

　二 本 目 の 矢 は 、地 産地消で ある a 具体的 に は 、金 蔵 の

米 の ブ ラ ン ド化 を進 め て い る。そ して 、NPO 法 人金 蔵学

校 は あか り会 と連 携 し、味 噌 の 加 工 や 漬 物 の 開 発 を 進 め

て い る。こ れ を販売す る 場所 （直売 場 ） と して 、営 農 ク

ラ ブ 安 らぎが 作 っ た 休 憩 所 （ロ グ ハ ウス ） を 使 うこ とに

な っ た。

（3 ） 三 本 目の 矢の 場合

　三 本 目 の 矢は 、交流人 口 の 拡大で あ る 。 具体的 に は、

集落 の 行事 に な っ た万 燈 会 を活 用 し、万 燈 会実行 委員会

と連携 し、集落 に 訪れ る人 を増やす取 り組 み で ある。近

年、金蔵 は 「に ほ ん の 里 100 選
2 ）

」 に 選 ば れ、金蔵の 風

景を楽 し み なが ら、集落を散策す る人 た ちが 少な か らず

増 え て きて い る。大 きな狙 い は、集落外 か ら金 蔵 に 訪れ

る 人 達が 金 蔵の 良 さ を知 り、楽 し む 事 で 、金蔵の 定住人

口 を増や そ うとい うこ とで あ る。
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表 1　 金 蔵の 組 織及 び NPO法人 金蔵学校と集落の組織との 連携 の 実態

（1 〕金蔵 の 組 織
（2 ） 万燈 会 運営に お ける

　組織 間 の連 携 の 実態
（3 ）陣 O 法 人金 蔵学校活 動

’
おける組織間の 連 携の 実 態

　　 　　 ■万燈会 実行委 員会 の構成

寧 以下 の数は人敗 を示す。
区

分
組 織

発足

年度
分類

　　 　　 　 ■組織 の 構成 と活動 内容

注 1 ）「金蔵の役員 」 は．「金蔵大区 長亅．「金蔵副

区長亅、「第 1 ・2 ・3集 落の 区長」．各地 下 （町

丙会 ）別の 「金蔵区亜員」、「嘗農組 合長 」 であ

る．

組融 顧

間

會

長

副

会
長

幹

事

金

計

事

鴉
局

婁

員

監

査

■　 三　　 の　 の 　　 」

 
一本 目の 矢 ： 集落の 生 産 基 盤

（耕地）再構築 の 活助

  二 本 目の矢 ；地崖地消の 活助

  三 本 目の 矢 ；交 流 人 口 の 拡 大の

活勘

A 金 蔵区
一

地 縁的 金蔵 の投員　　 と住 民、・金蔵の 年 中行事を実行

する，
A1122292

B そ うぜ い 会 一 地 縁的 消滅 した青年団 を引き継 ぐ組織 、40、50代の 朋性 B 1 2

C 老友会 一 地 縁的 65 艦以上 の 高齢者、カ ラオケ大 会 を開く C 1 2

D 婦 人会 一 地縁的 金蔵 の蝪 人適、集落の行事 と町野 町の活動 に金蔵

が参加する場含 、食事の 支援活動

D 1 2

■ 　三　　の　　」 と活助実触

 
一

本目の矢
・棚田 の データベ ース 作 成の た め に 、
MPO法人金疏 学校 と金沢大 学地域遅携

セ ンターと金 蔵の 役員 （金 蔵区〕が連

携 し、61S を利用 した 棚田 の データ ベ

ー
ス を作成 し、ワ

ーク シ ョ ッ プを開催

」た。
  二 本目の 矢
・金蔵 の米の ブラ ン ド化 、味噂や漬 物

E 自警団 一 地縁的 金鷺の 舅性邊 、集 落の 防災活動 巳 1

F 婦 人消防団 一 地縁的 金蔵の 婦人 遭 、集踏の 消防活動 F 1

GHPO 法人金

蔵学校

2000 有志 ら 有志 らの 組織 、50− 80 代の 舅性
地域 お二 し の活勘

G 15

H 万燈 会実行

委員会

20D7 地 縁的

＋有志

集薄の 役員、住民 、照 D法 人 金蔵学校の メ ン バー
万燈会 を実 行す る。

■ 万 燈会実行 委員会の 役列分 担

  総務・渉外部 〔協費金広 報企團 部、学生ボラ

の開発 〔あか り盒 の主婦 違と遷携 ）、

1 僧農ク ラブ

や す らぎ

2007 有志 有志 ら、50．6D 代

耕作放棄地 の耕作
・
管理 ．メ ン バー迎の 交流

ン テ ィア 公 募企圃部）

  企 画部 （催事 企 爾部 、売 店 ・店 舗広 報企 面

金蔵の 特産物 を販売す る痘亮所 を開 設

〔営農 ク ラブ安 らぎが 作 っ た 休憩 所

（ログハ ウス ｝を直売所 と して 活用 〕

  三 本目の 矢
・万燈会 を活 用 し．万燈 会実行委 員金

と遷携 し，金 蔵1；訪れ る人琶増や す活
動 をして い る。

J 金蔵 自然 文

化研究斎

2007 大学＋

有志

NPO 法 人霊蔵学 校 と金沢 大学地域 連携セ ン タ
ー

が

運携 し空家 を活 用 した地域連携 施設 鬢開殴 ．運営

部、ボラン テ ィ ア ・催亭出演者まか ない ）

  広報部 （広報企画部 、費板整傭企圃部 1
K あか り会 201D 有志 有志 ら．60、70代の 女 性   会 場

飾、交通綮理整備企面部、
・詈 備企 画 部　〔シ ャ トルバ ス運 行 企圃

　　　　　　　　申央会場股當鮒

（1） 万 燈 会 実 行 委 員 会 の 構 成

　 万 燈 会 実 行 委 員 会 は、顧 問 、会 長 、副 会 長 、幹 事 、会

計、事務局 、委 員 、監 査で 構 成 され て お り、金 蔵 区 の 役

員、地 縁的組織 の 会長 と副 会長、NPO 法 人 金蔵学校の メ

ン バ ー 、金蔵 の 五 つ の 寺の 住職、住民らが構成員に なっ

て い る。構成員 は 、総務 ・渉外部、企画部、広 報部、会

場 ・警備企画部 の 役割を担 う。万 燈会実行委員会 の 構成

員 をリ
ー

ダ
ーと し て 、住民 は 、自分 に 適 し て い る 部 内 の

活 動 に 参加 し、手 伝 う仕 組 み に なっ て い る。

皿 　 ま とめ

3 ．1　 結 論

　 H の 調 査 結 果 か ら、NPO 法 人 金 蔵学校 と 集落 の 連 携 に

よ る 地 域運 営の 仕 組 み に っ い て 考察 し 、図 1 の 模 式 図 が

得 られ た 。考察 した 内容 につ い て 以 下 に ま とめ る。

  万 燈 会が集落の 行 事 に な っ た こ とか ら、NPO 法人 金蔵

学校 だ けで は 地域 の 活性化 の 活動 を継続す る こ とは 難 し

い とい う教訓 が得 られ た。

  NPO 法人金 蔵学校 と集落 の 地 縁的組織 と有志 らの 組 織

が連携す る こ とに よ っ て 、NPO 法人金蔵学校 の 活動 （三

本 目の 矢） の み な らず、集落全体 と して の 地域活性化 に

膨 らみ っ つ あ る 3

  集落の 行事 に な っ た 万 燈会 を運 営 す る た め に 、集落 の

地縁的組織 を活用す る こ とで 、集落 の 全住民 が 万 燈会 に

参加 で き る 仕 組 み を 作 っ て い る。こ れ は、住 民 らの 交流

を増やす 地 域運営の 仕組 み と して 有効 で あ る と考 え られ

る。

3 ，2　今後の 課題 と展望

　本研 究で は、NPO 法人 金蔵学校の 活動を中心 に NPO 法

人金 蔵学校 と集落 の 連携 に着 目し、地域運営の 仕組み に

図 1　 NPO 法人 金蔵学校 と集落の 連携か らみ る地 墫 運 営

　　　 仕 組 み の 模 式 図

つ い て 考 察 した。NPO 法 人 金蔵 学校 の 活 動 だ けで な く、集

落 を 単 位 と し て 集 落 機 能 の 維 持 の 実 態 を把握す る こ と と

集落全体 と し て 集落 を維 持 す る こ とが 集落 に ど の よ うな

効果 が あ るか 、そ の 際 の 問 題 点 は何 か を把 握す る こ とが

今後の 課 題 で あ る と考 え られ る。
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注釈

1）金蔵 は、1960年に 比べ て人 口 は 75．1％、世帯数は 36．6％ 減少 し

　て い る。2011 年の 世帯数は 64 世帯、人 ロは 156 人で ある。65 歳

　以 上 の 高齢者が 52％ で ある。（現地調査 で 収集 した 資料に よる 。）

2） 「万燈 会 」 は、金蔵 に あ る 5 っ の 寺の 境 内や 周 辺 の棚 田 に ワン カ

　 ッ ブ ローソク 2 万本 を燈 し、幻 想的空聞 を演出する灯火祭で ある。
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